


次年度会員増強維持部門
委員会では、責務として
地区目標2,700名を目指し
て、会員の純増を図らなけ
ればなりません。

会員増強維持部門



全世界で5年間の会員数
の推移は、2015年120万
4千人でしたが、毎年減少
して、2019年では118万
9千人となり、5年間で1万
5千人減少しております。



2770地区では各クラブの
努力もあって2,500名強を
維持しておりますが、純増
するためには退会をなくし、
現在の会員の減少を防が
なければなりません。そう
すれば自ずと純増に繋が
ることとなります。



クラブを活性化するには
ロータリーのルールを守り、
委員会を開催し、
新メンバーは委員会への
出席によりロータリーの
様々な勉強ができ、ロータ
リーのルールを覚えていき
ます。



当たり前のことですが
このことが活性化に
繋がるのでしょう。



基本のルールを守ること
により、クラブが良くなり
退会防止になるでしょう。



増強に向けて各クラブで
は、会長・幹事・委員会を
中心にそれぞれの地域
特性やクラブの事情に
合わせて目標を立てて
増強に取り組んでいると
思います。



前記のように委員会の
開催、理事会、
そして奉仕活動をしてい
けば自ずと活性化し楽し
いクラブになっていくこと
でしょう



この地区では現在、女怯
メンバーは8%、世界では
23%以上であり、この地区
の女性メンバーの比率を
10%迄引き上げるべく努力
を重ねることが必須だと
思います。



各委員会のそれぞれの奉
仕活動をすることに
よって、様々な形の楽しい
ロータリーライフになって
いくのではないでしょうか。



最後に、まずは奉仕活動
を楽しみ親睦行事を楽し
み、新会員にそれらの活
動に積極的に参加してい
ただき、



楽しく魅力あるクラブとし
活性化するよう心掛け、
個々が増強への意識を
強めることが増強維持に
繋がることと確信しており
ます。



目標に向けて
頑張りましょう。















会員増強維持委員会設問

新型コロナウイルスの影響で地
区研修・協議会がこのような形に
なりました。次年度会員増強維持
委員会の推測ではありますが、ウ
イルスの影響で年度初めに退会
者が多数出る事を危惧致しており
ます。



各会員の皆様に於かれまして
は、会員増強維持委員会から
出させて頂いた資料を熟読頂き、
下記設問にご返答頂きたいと思
います。



五つの設問

①皆様のクラブの活性化(良いクラブにす
る)には、どのような行動を起こされますか。

②皆様のクラブの会員維持の方策を
お聞かせください。

③次年度は会員増強と会員維持に分けて
お考え頂きたいと思いますが、皆様での話
し合い(クラブフォーラム等)をそれぞれ
何回開催されますか。



④クラブ増強にとって大事な女性会員の
増強について、どのように考えますか。

⑤皆様のクラブが目指す、将来のクラブ
像は。

以上をお聞かせ頂ければ幸いです。お聞
かせ頂いたご意見に地区委員会として真
摯に受け止め、ご協力できればと思ってお
ります。
本日は、ありがとうございました。
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